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NMS300のインストールおよびダウンロード
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NMS300は、ネットワークデバイスを監視可能なネットワーク監視ソフトウェアです。
管理デバイスが200台までであれば、無償でお使いいただけます。
以下のリンクよりダウンロードが可能です。
http://www.netgear.com/support/product/NMS300.aspx#download

ご利用のPCのCPUアーキテクチャにあわせてWin32 またはWin64を選択します。
（対応OSはWindowsのみ）

インストーラーを実行し、画面に従いインストールを完了します。



NMS300管理画面へのログイン
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NMS300管理画面へのアクセスは、標準設定では以下のURLに設定されています。
http://localhost:8080/

インストールが正常に完了している場合は、ログイン画面が表示されます。

初期設定のUser Name/Passwordは、ともに adminです。



管理デバイスの追加 1/4
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管理対象とするデバイスの追加を行います。

画面上部のメニューから以下のリンクを選択します。
RESOURCES → DISCOVERY → Add Profile



管理デバイスの追加 2/4
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ネットワーク内のデバイスを検索するプロファイルを定義し、Nextをクリックします。

任意のプロファイル名を入力

Pingに応答する機器も登録する場合はチェック



管理デバイスの追加 3/4
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ネットワーク内の検索範囲およびデバイスの検出方法を指定し、
Executeをクリックします。

検索するIPアドレスの範囲を指定

通常は “Default HTTP” と “Default Telnet” にチェック



管理デバイスの追加 4/4
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Statusが100％になれば完了です。Closeをクリックして終了です。



デバイスのモニタリング – Top 10

9

管理デバイスの追加後に画面上部のメニューから “MONITOR” を選択します。
ここでは管理デバイスの各監視項目をひと目で確認できる Top 10が表示されます。
Top 10の内容を変更するには、画面右上の “Customize Portal” をクリックします。



ネットワーク ダッシュボードの設定 1/3
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各監視項目のグラフを表示するには、ダッシュボードの設定が必要です。
“MONITOR” メニュー配下の “DASHBOARD VIEWS” において、
表示するモニタリングの内容を指定します。



ネットワーク ダッシュボードの設定 2/3
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任意の名前とグラフの表示方法を選択し、その後 “Add Device” をクリックして
表示対象とする管理デバイスを選択します。
“Device Selection”へ選択したデバイスが表示されることを確認し、
“Monitors and Parameters” をクリックします。



ネットワーク ダッシュボードの設定 3/3
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“Monitor” で表示する種類および”Available Fields”で表示項目を選択し、
▶ をクリックして “Selected Fields” に移動させ “Submit” をクリックします。



ネットワーク ダッシュボードの表示
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“DASHBOARD VIEWS”の設定後に “NETWORK DASHBOARD” を
クリックすると、指定されたモニタリング項目がグラフで表示されます。
表示されない場合は、 “Select View”をクリックし、作成した Viewを選択します。



アラートメールの設定 1/4
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指定したアラートが発生した場合に、管理者へメールを送信することができます。
メールサーバーの設定を確認の上、以下の設定画面へ入力します。



アラートメールの設定 2/4

15

“ALARMS” → “NOTIFICATION PROFILES” → “Add” をクリックします。



アラートメールの設定 3/4
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アラーム通知のプロファイルを作成します。
各項目を入力後に “Trigger” をクリックします。

Severityによる指定、または特定のアラームを選択

任意のアラーム名



アラートメールの設定 4/4
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アラーム通知の時間帯およびメールの送信先を入力し、 “Save” をクリックします。



ログの集約
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NMS300をインストールしたホストは、SNMP Trap ReceiverやSyslogサーバーとして
動作をしており、各機器からのログを集約して一括管理することができます。

各機器の設定にて、SNMP TrapやSyslogの送信先としてNMS300ホストの
IPアドレスを指定しておくことにより、“ALARMS” の “TRAPS” や “SYSLOGS” にて
受信した各種ログを確認することができます。
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リンク集

・NMS300製品ページ： https://www.netgear.com/support/product/nms300.aspx

・製品サポートページ： https://www.netgear.jp/supportInfo/


